
が此·----

日
本
銀
行
が
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
を
実
行
し
て
か

祠

ら
2
月
16
日
で
丸
5
年
に

顧

な
る 。
異
例
な
金
融
政
策

の
長
期
化
に
よ
る
弊
害
が

金週海可

目
立
ち
始
め 、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

認

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
(
A
I

等
を
駆

物便直

使
し
た
業
務
処
理
の
自
動
化）

す
る
日
銀
の
追
加
対
応
で

暉
が
必
須
で
あ
る
と
い
え
る。

は 、
副
作
用
の
影
響
を
受

gFl

弊
社
で
は 、
こ
れ
ま
で
に
培

け
る
金
融
機
関
へ
の

fl
配

17
 

岬
っ

て
き
た
業
務
姐
理
自
動
化
の

慮
II

も
う
か
が
え
る 。
た

亭

技
術
を
生
か
し 、
金
融
機
関
各

だ 、
主
要
国
の
中
央
銀
行

社
の
D
x
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

が
超
低
金
利
礫
境
の
継
続

）

ス
フ
ォ
ー

メ
ー

シ
ョ
ン）
推
進

を
明
言
す
る
な
か 、
日
銀

（

の
パ
ー
ト

ナ
ー

企
業
と
し
て
貢

が
異
次
元
緩
和
政
策
の

献
す
る
こ
と
が
使
命
と
考
え
て

fl
旗
印
II

を
下
ろ
せ
る
礫

境
に
は
遠
い 。

い
る 。

寸
言

号

金
融
機
関
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

8

影
詈
や
長
引
く
超
低
金
利
に
よ

5
 

9

り 、
事
務
効
率
化
や
コ
ス
ト

削

4
 

第

減
に
留
ま
ら
ず 、
抜
本
的
な
業

務
改
革
や
経
営
基
盤
強
化
の
取

年
り
組
み
を
始
め
て
い
る 。

2

そ
の
取
り
組
み
に
お
い
て

ヽ

゜2

は

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
オ
ー

z
 
ーkkz

 

DX推進を支援

稲
垣

秀
秋

プ
リ
マ
ジ
ェ
ス
ト

代
表
取
締
役
社
長 The Jaj 

「
実
質
的
な
イ
ー

ル
ド

カ
ー

ブ
（
利
回
り
曲
線）

を
押
し
下
げ
る
こ
と
で
投

資
や
消
費
を
刺
激
し
て
経

済
を
支
え 、
持
続
的
な
成

長
経
路
に
乗
せ
る」
ー
ー，
0

2
0
1
6
年
l

月 、
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
の
導
入
を

決
め
た
金
融
政
策
決
定
会

合
後
の
会
見
で
黒
田
東
彦

総
裁
は
こ
う
語
り 、
2
%

物
価
目
標
達
成
へ
の
手
詰

ま
り
感
が
漂
う
な
か
で
の

新
た
な
手
法
に
期
待
を
寄

せ
た。だ

が 、
実
際
は
物
価
目

標
の
達
成
が
見
通
せ
ず 、

市
場
で

11
深
掘
り
11

の
可

能
性
が
意
識
さ
れ
た
こ
と

で 、
年
金
や
保
険
の
運
用

に
関
わ
る
長
期
・

超
長
期

金
利
も
低
下 。
「
国
民
を

I 

� ― � � � � � � � 

会見でマイナス金利政策の長期化に関する質問に
答える黒田総裁Cl 月21日、日銀本店）

20
年
11
月
に
竣
工
し
た
「
み
ず

ほ
丸
の
内
タ
ワ
ー」
。

同
12
月

か
ら
順
次 、
本
部
人
員
の
移
転

を
進
め
て
い
る
（
東
京・
丸
の

内）
、

経
済
産
業
省
は 、
私
的
整

理
の一
種
で
あ
る
事
業
再
生

円
轟
警
戒
し
ド
ろ
せ
ぬ

不
安
に
さ
せ
た
面
も
あ
っ

た」

（
大
手
行
幹
部）

。

金
融
機
関
に
対
し
て
も

貸
出
金
利
の
引
き
下
げ
競

争
を
あ
お
る
結
果
と
な
っ

た 。
日
銀
の
統
計
に
よ
る

・
信
．

圭口
O -
洋
尽
柑
ゼ
アc
l
& ！-
g

く
す
る 。

と 、
国
内
銀
の
融
資
残
高

全
体
に
占
め
る
貸
出
利
率

1
％
未
満
の
割
合
は 、
5

年
前
の
約
55
％
か
ら
上
昇

を
続
け
足
元
で
は
約
70
%

に
達
す
る 。
「
2 、
3
年

産
釘
経

旗
印

程
度
の
時
限
的
措
置」
と

の
受
け
止
め
が
多
か
っ

た

だ
け
に 、
収
益
が
圧
迫
さ

れ
続
け
る
こ
と
に
よ
る
金

融
仲
介
機
能
低
下
へ
の
懸

念
が
高
ま
っ

て
い
っ

た 。

そ
う
し
た
状
況
で
発
生

し
た
コ
ロ
ナ
禍 。
日
銀
は

新
型
コ
ロ
ナ
特
別
オ
ペ

で 、
利
用
残
高
に
相
当
す

る
当
座
預
金
へ
の
「
0
.

1
％
付
利」
を
実
施 。
政

策
金
利
の
引
き
下
げ
に
よ

る
緩
和
礫
境
の
醸
成
で
は

な
く 、

II

イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
11

を
与
え
て
取
引
先
支

援
を
促
し
た 。
日
銀
内
部

で
も
副
作
用
へ
の
目
配
り

が
必
要
と
の
声
が
強
ま
っ

て
い
た
だ
け
に 、
付
利
は

「
金
融
機
関
へ
の
配
慮」
と

見
る
向
き
が
強
い 。
日
銀
んュ｀｀ーギ，ー、，平＾ 3仁ゴ—`- 4→• I仁＿＿— ／Tヽユ叫ミ;= - J...さ‘ J...、 人 ギ，ー ―― ーー、

弔フ
キ
L 、『
/J '
フ'(-‘/ `
｀^
こ
4 、

オ
舟3
0

金
融
機
関
に
対
す
る
努
力
義
一

務
規
定
を
設
け
る
の
は
融
資
i

取
引
が
あ
る
全
金
融
機
関
の
＾

同
意
が
必
要
な
た
め
だ 。
1

}

行
で
も
反
対
す
る
と
成
立
せ
＂

ず 、
民
事
再
生
法
な
ど
の
手
一

hashino
長方形


